
■ライデン大学図書館シーボルトコレクションの紹介
～資料収集の一つの方法～

■サバイバーズ・ギルトについての一研究
～交通事故生存者の苦悩から～

■インド・ヨーロッパ語族の原郷探し

知識・経験を生かした学びと
地域社会活動

問い合わせ先：放送大学茨城学習センターTEL 029-228-0683（月曜日・祝日は休み）

できるだけ公共交通機関をご利用願います。
お車の場合は、三の丸庁舎（旧県庁舎）駐車場
をご利用ください。

◯ どなたでもご参加いただけます
◯ 入場料無料 ◯ 定員160名（先着順）

●日時：2023年9月2日（土）
13:00～16:00

●場所：茨城県立図書館 視聴覚ホール
水戸市三の丸1-5-38

TEL:029-221-5569（代表）
●主催:放送大学茨城学習センター
共催:茨城県立図書館

梁田知代子
放送大学 教養学部

「心理と教育コース」 卒業

田辺裕美
放送大学 全科履修生
「情報コース」 在学中

小野寺 淳
放送大学茨城学習センター所長
茨城大学名誉教授 文学博士

会場

シーボルトが日本で収集したコレクションの多くは、現在オランダ王国
ライデン市にあるライデン大学図書館、ライデン国立民族学博物館、
シーボルトハウスに保存されています。シーボルトコレクションのうち、
シーボルトが第一次来日時に日本から持ち帰った地図を研究するた
めの資料収集の方法を紹介します。

世界最大の言語集団、印欧語族の原郷については、長くステップ仮説
とアナトリア仮説の両者が有力候補として対峙してきたが、言語学、歴
史学に加え、近年発展を見た古人骨DNA研究の成果から結論が見え
てきた。その成果を概括する。

公共交通事故被害者の生死を分けた理由や事故発生の責任は被害
者には全く無いが、生存者は生き残った事を負い目に感じ悩み自殺
にまで至ることもある。事故後の生存者たちの姿、支えた家族らの証
言、そして遺族の本音など多方面から各々が背負う「苦悩」を考察した。

(13:05～14:00)

(14:00～14:55)

(15:05～16:00)

－放送大学茨城学習センターから智の発信－

第１２回 教員・学生講演会


